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１
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
中
山
間
地

域
を
中
心
と
し
た
条
件
不
利
地
域

（
L
F
A: Less Favoured A

rea

）
を
有

す
る
我
が
国
と
条
件
不
利
地
域
対
策
に
関
し

て
長
年
の
経
験
を
有
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
双

方
の
政
策
の
現
状
と
課
題
及
び
そ
の
政
策
効

果
等
の
比
較
を
通
じ
、
条
件
不
利
地
域
対
策

に
つ
い
て
、
今
後
、
我
が
国
が
取
り
得
る
べ

き
政
策
の
方
向
性
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
し
た
。

２
冒
頭
、
柏
教
授
が
「
人
口
規
模
縮
小

下
で
の
条
件
不
利
地
域
政
策
の
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
る

－

日
欧
の
比
較
を
と
お
し

て
－

」
と
い
う
題
目
で
基
調
講
演
を
行
っ

た
。
我
が
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
条
件
不
利
地

域
問
題
を
比
較
す
る
際
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

が
人
口
問
題
で
あ
り
、
特
に
、
我
が
国
で

は
、
1
9
6
0
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
農
村

地
域
の
過
疎
化
、
高
齢
化
及
び
こ
れ
に
対
応

し
た
担
い
手
像
の
変
化
へ
の
対
応
が
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま

た
、
広
域
レ
ベ
ル
で
地
域
営
農
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
旧
村
を
コ
ア
と
す
る
こ
と
が
鍵

と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
旧
村
レ
ベ
ル

で
担
い
手
経
営
体
を
有
効
活
用
し
て
い
る
富

山
県
南
砺
市
及
び
新
潟
県
上
越
市
清
里
区
の

事
例
を
紹
介
し
た
。
最
後
に
、
平
成
の
市
町

村
合
併
に
よ
り
財
の
供
給
主
体
を
失
っ
た
中

山
間
地
域
に
お
い
て
こ
そ
、
よ
り
よ
い
財
・

サ
ー
ビ
ス
が
供
給
さ
れ
う
る
よ
う
に
、
地
域

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
主
体
の
創
出
と
行
政
の
連

携
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
と
結
ん
だ
。

３
続
い
て
、
ペ
リ
エ
・
コ
ル
ネ
氏
が

E
U
及
び
フ
ラ
ン
ス
の
条
件
不
利

地
域
対
策
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。
ま

ず
、
制
度
の
経
緯
及
び
現
状
と
し
て
、（
１
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
1
9
7
0
年
代
に
条

件
不
利
地
域
政
策
が
E
U
の
共
通
農
業
政

策
（
C
A
P
）
の
一
環
と
し
て
導
入
さ
れ
た

が
、
2
0
0
0
年
以
降
、
条
件
不
利
地
域

政
策
は
、
C
A
P
の
第
２
の
柱
（
構
造
政

策
）の
中
で
位
置
づ
け
れ
て
い
る
こ
と
、（
２
）

こ
の
第
２
の
柱
は
、
共
同
出
資
の
原
則
が
適

用
さ
れ
、
E
U
の
50
％
出
資
に
対
し
、
残

り
の
50
％
は
、
E
U
加
盟
国
及
び
支
援
対

象
地
域
が
出
資
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

（
３
）
第
１
図
の
と
お
り
、
E
U
の
条
件
不

利
地
域
は
、
大
部
分
が
「
山
岳
地
域
」
及

び
「
そ
の
他
条
件
不
利
地
域
（
土
壌
生
産
性

や
社
会
経
済
的
条
件
（
農
家
人
口
等
）
を
考

慮
）」と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。ま
た
、

E
U
の
全
農
地
の
約
50
％
が
条
件
不
利
地

域
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
28
％
が
山
岳
地
域
で

あ
る
こ
と
、
及
び
（
４
）
フ
ラ
ン
ス
の
事
例

か
ら
、
条
件
不
利
地
域
へ
の
支
払
い
が
山
岳

地
域
等
条
件
不
利
地
域
と
平
野
部
の
農
家
と

の
所
得
格
差
の
相
殺
に
一
定
の
役
割
を
果
た

日
時
：
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年
３
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金
）
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～
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会
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～
～
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30
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パ
ネ
ル
・
デ
ィ
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カ
ッ
シ
ョ
ン
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～
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し
て
い
る
こ
と
（
第
２
図
）、
等
が
述
べ
ら

れ
た
。
ま
た
、
現
在
E
U
で
検
討
中
の
条

件
不
利
地
域
支
援
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
社
会
政
策
と
環
境
政
策
の
ど
ち
ら
を
優

先
さ
せ
る
の
か
、
及
び
農
業
セ
ク
タ
ー
に
限

定
し
た
支
援
施
策
か
ら
企
業
活
動
の
促
進
等

も
含
め
た
地
域
政
策
へ
の
統
合
が
検
討
の
重

要
な
課
題
と
な
る
と
結
ん
だ
。

４
さ
ら
に
、
ル
ド
フ
氏
が
、
ド
イ
ツ
の

条
件
不
利
地
域
対
策
に
つ
い
て
講
演

を
行
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
も
フ
ラ
ン
ス
と
同

様
、
条
件
不
利
地
域
支
払
い
に
つ
い
て
は
、

1
9
7
0
年
代
に
導
入
さ
れ
て
以
降
長
い

歴
史
を
有
す
る
こ
と
、
支
払
い
は
土
壌
潜
在

性
（
L
V
Z
）
を
用
い
た
客
観
的
な
基
準
に

山岳 /丘陵

その他条件不利地域
（土地利用放棄の危機に

直面する地域）

特別ハンディキャップ地域

基
づ
き
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
支
給
額

に
つ
い
て
は
、
連
邦
州
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
こ
と
（
第
３
図
）
等
を
説
明
し
た
。

５
続
い
て
、
我
が
国
の
中
山
間
地
域
支

払
い
制
度
の
現
状
と
効
果
に
つ
い

て
、
ま
ず
、
雑
賀
課
長
が
、
同
制
度
に
よ
り
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
、
多
面
的
機
能
の

維
持
・
増
進
、
継
続
的
な
農
業
生
産
の
確
保

及
び
集
落
機
能
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
橋
詰
主
任
研
究

官
が
、種
々
の
統
計
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
、

我
が
国
の
中
山
間
地
域
支
払
い
制
度
が
耕
作

放
棄
地
発
生
の
防
止
に
及
ぼ
す
効
果
等
の
検

証
結
果
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

第１図　ＥＵによる条件不利地域（LFA）の指定
出典：ユーロスタット・欧州委員会農業総局 .
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ユーロ /経営

（注）

第2図　フランスにおける LFA直接支払いの所得への影響
注 .「LFA 直接支払いなし」は ,LFA 直接支払い受給者の所得から LFA 直接支払い分の金額を控除して算出 .
出典 : 欧州委員会「FADN（農業経営簿記情報） 」の農業所得データ（税込・全援助込）に基づき集計 .
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第3図　ドイツ各州の不利地域補償金の支給額（例）（その他条件不利地域、牧草地）
注 . LVZ（土地潜在性）は , 標高 , 勾配 , 土壌条件等を点数化した指標 .100 点満点で , 数値が低いほど条件が悪いことを示す .


